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事務系施設の被害 ─ 幸町庁舎・営業所

▲ガス事業の中枢を司る幸町庁舎は業務に支障をきたすような被害は無かったものの、５階会議室の下り天井の一部が
落下および落下寸前になったほか、壁の亀裂やタイルの落下が各所で発生した。

▲技術センターは壁ボードの落下や床への亀裂等が発生
し、特に階段部分の被害が大きかった。

▲

▲

幸町庁舎の敷地内の各所で生じた亀裂と陥没。

▲壁ボードの一部が落下した都市エネルギー営業課。壁ボードの落下や床の亀裂は庁舎
内の各所に見られた。

▲供給管理棟（東庁舎）の煙突がねじ曲がり、倒壊の恐れが生じた。

▲窓が割れたコントロール室。供給管理棟（東庁舎・西庁舎）の窓は飛散防止フィルム
の効果のためか破損は見られなかった。

▲アスファルト路面の陥没により建物基礎との間に亀裂が生じた泉営業所。その影響で
外柵の一部が変形し、傾いた。

▲泉営業所の建物周囲に見られた
陥没は数 cmにも及んだ。




